
　市
は
、｢

公
共
下
水
道
事
業｣

、

｢

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業｣

、
農
業
集
落
の
生
活
排
水
を
処

理
す
る｢

農
業
集
落
排
水
事
業｣

、

金
井
住
宅
団
地
お
よ
び
三
原
田
住

宅
団
地
の
生
活
排
水
を
処
理
す
る

｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

プ
ラ
ン
ト
事
業｣

、

集
合
処
理
区
域
外
に
個
別
に
浄
化

槽
を
整
備
し
て
排
水
処
理
す
る｢

個

別
排
水
処
理
事
業｣

、｢

特
定
地
域

生
活
排
水
処
理
事
業｣

の
６
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
市
の
汚
水
処
理
に
つ
い
て
〉

　下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
る
家

庭
の
生
活
排
水
は
、
下
水
道
管
を

通
り
、
処
理
施
設
へ
送
ら
れ
ま
す
。

市
は
、
24
の
終
末
処
理
施
設
を
所

有
し
、
汚
水
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
県
の
利
根
川
上
流
流
域

下
水
道
へ
接
続
し
、
県
央
水
質
浄

　汚
水
処
理
に
か
か
る
経
費
は
、

使
用
料
収
入
に
よ
り
賄
う
べ
き
で

す
が
、
経
費
回
収
率（
汚
水
処
理
に

要
し
た
費
用
に
対
す
る
、
使
用
料

に
よ
る
回
収
程
度
を
示
す
指
標
）は
、 

61・0
㌫
と
６
割
程
度
し
か
賄
え
て

い
ま
せ
ん
。
財
源
不
足
分
は
、
一

般
会
計
か
ら
、
年
間
８
億
円
を
超

え
る
金
額
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
下
水
道
管
や
施
設
の
工

事
費
用
の
ほ
と
ん
ど
を
企
業
債
の

借
り
入
れ
に
よ
り
賄
っ
て
い
ま
す
。

借
入
残
高
は
、
令
和
５
年
度
末
で

１
９
７
億
円
に
及
び
、
毎
年
の
返

済
額
は
約
15
億
円
と
高
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。

化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す
。

〈
下
水
道
整
備
の
取
り
組
み
〉

　市
は
、
未
普
及
地
域
が
あ
る
渋

川
地
区
の
下
水
道
新
規
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
地
域
で
は
、
供
用
開
始
後
３

年
を
経
過
し
た
地
区
を
年
度
ご
と

に
選
定
し
、
下
水
道
へ
未
接
続
の

世
帯
に
水
洗
化
の
お
願
い
や
無
利

子
の
水
洗
便
所
改
造
資
金
の
貸
付

金
制
度
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
処
理
施
設
の
老
朽
化
が

進
む
伊
香
保
地
区
で
は
、
現
在
、

物
聞
沢
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
の
改

築
工
事
を
行
っ
て
お
り
、｢

新
設･

拡
張｣

と｢

改
良･

維
持
管
理｣

を
同

時
に
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
下
水
道
は
、
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
施
設
で
す
。
汚
れ
た
水
を
汚
水
処
理
施
設
に
集
め
、
き
れ
い
な
水
に
よ
み
が

え
ら
せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
事
業
は
、
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
等
に
よ
る
使
用
量
の
減

少
に
よ
り
、
使
用
料
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
市
は
、
今
後
も
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
下
水
道
事
業
を
継
続
し

て
い
く
た
め
、
下
水
道
使
用
料
改
定
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
二
総
務
経
営
課（

㉒
２
５
０
４
）へ
。

下
水
道
事
業
の
概
要

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況

下水道事業の現状とこれから

暮らしを支える
を考える『水の道』

老朽化のため工事中の物聞沢水質管理センター

渋川地区で進める下水道新規整備

（別表１）　現在の下水道使用料の料金表（一般用・税抜き）
区　分 使用料区分 使用水量 使用料

公共下水道、
農業集落排水、
汚水処理施設
（コミプラ）

基本使用料
（１月） ８㎥まで 630円

超過使用料
（１㎥につき）

９～40㎥まで 100円
41～100㎥まで 113円
101㎥以上 125円

個別排水浄化槽

基本使用料
（１月） ８㎥まで 286円

超過使用料
（１㎥につき）

９～40㎥まで 100円
41～100㎥まで 113円
101㎥以上 125円

　市
の
下
水
道
使
用
料
は
、
平
成

18
年
２
月
の
市
町
村
合
併
時
に
使

用
料
の
統
一
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
使
用
料
改
定
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
家
庭
に
お

け
る
排
水
量
の
下
水
道
使
用
料
は
、

県
内
12
市
お
よ
び
吉
岡
町
、
榛
東

村
の
中
で
最
も
低
額
で
す（
現
在
の

一
般
用
の
下
水
道
使
用
料
の
料
金

体
系
は
別
表
１
の
と
お
り
）。

　汚
水
処
理
に
か
か
る
経
費
の
全

て
を
使
用
料
収
入
で
賄
お
う
と
す

る
と
、
現
状
よ
り
約
81
㌫
の
増
額

改
定
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
協

議
会
の
提
言
書
で
は
、
約
15
㌫
程

度
、
経
営
戦
略
で
は
、
17・２
㌫
の

改
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
令
和
６
年
度
に
水
道

料
金
を
改
定
し
た
た
め
、
具
体
的

な
改
定
率
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

事
業
の
経
営
改
善
に
向
け
た
必
要

性
と
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
十

分
考
慮
し
検
討
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　伊香保地区の｢物聞沢水質管理センター｣
と｢湯沢水質管理センター｣では、『高速散水
ろ床方式』という汚水処理方法を採用してい
ます。この処理方法は、国内でもこの２施設
のみという大変珍しいものです。
　物聞沢水質管理センターは、昭和41年に
供用を開始した施設です。現在、老朽化に
よる改築工事を行っており、令和９年度に下
図のとおり新しい施設が完成する予定です。
　また、湯沢水質管理センターも老朽化が
進んでいることから、今後、改築などの対応
が必要になります。
　新規の管路整備と、老朽化した施設更新
の時期が重なることから、それらの財源確保
に向けた下水道使用料改定の検討が必要な
状況になっています。

汚
水
処
理
に
係
る
費
用
は
、
他
市
と

比
べ
る
と
低
額
で
す
が
、
使
用
料

の
設
定
が
低
い
た
め
経
費
回
収
率

が
低
い
状
況
で
す
。

　使
用
料
に
よ
る
収
入
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
経
営
の
健
全
化
の
た

め
に
終
末
処
理
施
設
の
廃
止
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
事
業
経

営
は
多
額
の
一
般
会
計
繰
入
金
に

依
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

福
祉
や
教
育
な
ど
、
市
の
施
策
に

使
わ
れ
る
財
源
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
な
り
、
ま
た
、
下
水
道
な
ど
を

利
用
し
て
い
な
い
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
も
、
使
用
料
の
改

定
が
必
要
で
す
。

〈
渋
川
市
上
下
水
道
事
業
の
経
営

に
関
す
る
協
議
会
に
よ
る
協
議
〉

　

｢

渋
川
市
上
下
水
道
事
業
の
経
営

に
関
す
る
協
議
会｣

に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
下
水
道
使
用
料
の

改
定
に
つ
い
て
、
計
６
回
の
協
議

を
重
ね
、
令
和
５
年
９
月
に
協
議

結
果
を｢

提
言
書｣

と
し
て
受
領
し

ま
し
た
。
提
言
書
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活
へ

の
影
響
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら

も
、
独
立
採
算
制
の
原
則
に
基
づ

く
、
適
正
な
使
用
料
水
準
へ
の
是

正
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
た

め
、
県
内
12
市
お
よ
び
吉
岡
町
、

榛
東
村
の
平
均
程
度
ま
で
の
使
用

料
改
定（
約
15
㌫
程
度
）を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い

②
使
用
水
量
の
少
な
い
契
約
者
の

負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
区
分

の
細
分
化
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま

た
、
温
泉
汚
水
の
使
用
料
に
つ
い

て
、
一
般
用
と
の
公
平
性
な
ど
を

考
慮
し
、
一
定
程
度
の
改
定
を
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

〈
渋
川
市
下
水
道
事
業
等
経
営
戦

略
の
改
定
〉

　下
水
道
事
業
を
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
的
に
継
続
し
て
い
く
た
め
、

令
和
６
年
３
月
に｢

渋
川
市
下
水
道

事
業
等
経
営
戦
略｣

の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
経
営
戦
略
の
計
画
期

間
を
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
15
年

度
ま
で
の
10
年
間
と
し
、
経
営
の

目
標
を｢

令
和
15
年
度
の
事
業
全

体
に
お
け
る
経
費
回
収
率
を
70
㌫

以
上
と
す
る｣

と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
現
行
使
用
料
か
ら
34・４
㌫
の

増
額
改
定
が
必
要
で
、
経
営
戦
略

上
で
は
、
令
和
７
年
お
よ
び
令
和

12
年
度
に
17・２
㌫
ず
つ
の
使
用
料

改
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(
ID

＝
５
６
０
５)

を
確
認
し
て
く
だ
さ

い

下
水
道
使
用
料
改
定
の
検
討

下
水
道
使
用
料
の
改
定
方
針

汚水処理施設の
　　改修工事を進めています

下水道事業の現状とこれから

暮らしを支える
を考える『水の道』

老朽化のため工事中の物聞沢水質管理センター

 物聞沢水質管理センター（完成イメージ図）

▲別用途の
使用料は
こちら

▲協議会の
詳細は

　こちら
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